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●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画・情報担当　TEL：075-315-8635  E-mail：kikaku@kptc.jp

考えられている場合が多いのですが、この業務推進にこそプロ
ジェクトの成否がかかっています。当社では、デザインをマネジメ
ントするためにクライアントとタッグを組んだチームを結成し、目
標を明確にし、プロセス策定や管理を共有していきます。ものづく
り企業では経営者がデザインの専門家ではない場合が多いので、
経営者の背中を押すようなサポートもしています。
　また、クライアントといかに長くお付き合いしていくかという
点も大切にしています。小さなプロジェクトからスタートし、経営
者の哲学、進みたい方向性を共有、我々のこともよく理解してい
ただき、お互いに一定の達成感を得、次のプロジェクトを始める。
そういった積み重ねがデザインの質を高め、会社のイメージも
上がり、結果的には時間やコストの効率化にもつながるのだと思
います。
　まずは経営者がデザインには価値があると認識されているこ
と、そしてある程度の投資が必要であると覚悟されていること。こ
の二つがデザイン活用の成功に不可欠で、いきなり多額の投資
は難しい場合であっても、小さなプロジェクトからスタートするこ
とで解決していくことができると考えています。

京都にあるデザイン事務所として
　京都には顕在化した魅力と潜在的な魅力があると考えていま
す。社会のグローバル化に伴い自分たちのルーツを認識していく
必要が出てきた現在、京都には日本の価値がつまっており、海外か
らも高く評価されています。これが顕在化している魅力です。古く
からの文化を大切にする一方、昔から都であったことから新しいも
のにも好奇心を持つ一面もあります。その京都での日々の暮らし
を通じて、町衆マインドに刷り込まれた生活の豊かさが潜在的な魅
力であり、それは47年間、京都でデザイン事務所をやってきた当
社の感性に活かされていると感じています。
　その京都が、暮らしても訪れても楽しい街であるためにデザイ
ンの部分で貢献できれば、という思いから、御池通の整備や市営地
下鉄のプロジェクト、バス停など公共デザインにも積極的に関わる
ようにしています。

これから
　2015(平成27)年頃からはクリエイティブ・ハブという機能を持
つようになりました。これは、多様なデザイン開発の経験と実績を
もとに、ものづくりに必要なネットワークづくりやコラボレーション
開発のファシリテーションなどの役割を併せ持つものです。このよ
うな当社の活動が、社会的にデザインの価値が認知される一つの
きっかけになればうれしいです。

ＧＫ京都について
　ＧＫグループは、1952(昭和27)年
に、東京藝術大学の小池岩太郎教授の
指導を受けた学生が母体となり、

「Group of Koike」として東京で発足したことに始まります。1970
(昭和45)年の日本万国博覧会（大阪万博）の案内表示やベンチ、照
明などのデザインを手がけたのを契機とし、その後京都で開かれ
た世界インダストリアルデザイン会議の準備室がベースとなり
1972(昭和47)年に設立したのがＧＫ京都（当時 京都デザインセ
ンター）です。
　東京を中心にＧＫグループが成長し、プロダクトデザイン、グラ
フィックデザインといった各領域がそれぞれ専門性を高め分社化
していく中、ＧＫ京都は当初から複数の領域に携わっていました。
　社会や経済の高度化、複雑化につれ、例えば新商品を作る場合
に顧客の課題がパッケージなのか、店舗デザインなのか、それとも
広報の仕方なのかといったように、どの領域に関わるのかが即座
に分からないケースが出てくるようになりました。そこで、各領域
が同居する総合性を持つ当社は、2000（平成12）年頃よりデザイ
ンマネジメントという考えの下で、領域を越えて顧客のデザイン課
題に応えるという業務を進めてきました。それが現在の当社の強
みになっていると考えています。

中小企業がデザイン会社を活用する際に
　当社の領域にとらわれないデザインマネジメントは、中小企業に
こそ効果を発すると考えています。一般的にクライアントはデザイ
ン事務所に企画や造形の部分のみを依頼し、業務推進は社内でと

きっかけ
　ヤスリの全国シェア95%を誇る
広島県仁方で120年以上続く株
式会社ワタオカは、工具としての
ヤスリの需要が減り職人の減少に
よって技術の継承が難しくなる中、
ヤスリの技術を転用した新たな商
品と販路を模索されていました。
　野菜用の樹脂製ヤスリの開発を
手がけるもなかなか思うようにい
かない中、ふと飼いネコにブラシとして試してみると、気持ち良さそ

うな反応が返ってきたことか
ら、「もしかするとネコ用ブラ
シとして使えるかも」と思いつ
かれたのがきっかけでした。も
ともと商品パンフレットや爪や
すりの開発を広島にあるグ
ループ会社であるGKデザイ
ン総研広島が手がけており、
そこにいたスタッフが当社に
異動となったことが縁でお付
き合いが始まりました。

ねこじゃすり
　ねこじゃすりは、ヤスリの技術を活かして作られたＡＥＳ
（Acrylonitrile Ethylene Styrene）樹脂製のネコ用グルーミング
グッズです。その特殊な櫛歯が、ま
るで猫の舌で舐めているような肌
触りで、猫同士がグルーミングし合
うような感覚で人もネコも共に楽し
めるコミュニケーションブラシと
なっています。
　ワタオカさんは当社に、飼いネコ
に樹脂ヤスリを試している動画と３
Ｄプリンタで製作された試作品を
持参されました。私たちはワタオカ
さんの熱意、人となりと、この幸せ
そうなネコの動画のインパクトに、
「人とネコとの幸せな時間を提供す
るこの新しい道具をぜひ一緒に開発したい。」という思いに突き動
かされました。こうして当社は、このネコ用樹脂ヤスリの、「どういう
暮らしをしている人」に「何」を提供するのかといったコンセプトか
ら、プロダクトデザイン、パッケージ、キャッチコピー、広報ツール、
そしてSNSの発信や販路のアドバイスまで、総合的にデザインマネ
ジメントをしていくという形で携わりました。

試作からプロモーションの工夫まで
　この商品は一見単純に見えますが、高い技術力とアイデアの詰
まった、プロの目から見ても高度なソリューションを駆使していま
す。当初ワタオカさんは金型設計から製作までを地元のネットワー

株式会社ジイケイ京都京都発！ 我が社の強み
https://www.gk-kyoto.com/

Comp a n y  D a t a 株式会社ジイケイ京都
●代表者／代表取締役社長　榎本 信之
●所　在　地／〒602-0898 京都市上京区相国寺東門前町657
●電 話 番 号／075-211-2277 ●ファクシミリ／075-231-1047
●設　　　立／1972年 ●資　本　金／3,000万円
●従　業　員／35人
●事 業 内 容／・プロダクト、グラフィック、インテリア、建築、環境などのデザインに

関する設計及び監理、調査、研究
・各種産業の商品やサービス開発にかかわる計画、調査、研究、デザ
インマネジメント

クの中で模索されましたが、
このヤスリ面を成形すること
がとても難しかったようで
す。そこで当社が他の精密製
品のデザインの際に付き合
いのあった企業を通じ、優れ
たノウハウを持っている所を
紹介し、実現することができ
ました。これも当社の強みの
一つです。
　企業がデザインの持つ価
値を理解されても、中小企業ではすぐに多額の費用を負担するの
は難しい場合が多いと思うのですが、今回当社はワタオカさんと相
談の上、ロイヤリティ方式の契約を結びました。それによってワタ
オカさんの初期投資を抑えることができ、当社は運命共同体とし
て、商品の魅力がより多くのお客様に伝わるよう、商品の販売後も
継続的にサポートすることができます。
　開発にはクラウドファンディングも取り入れ、そこで使用するプ
ロモーションムービーの製作にも携わりました。クラウドファンディ
ングは初期費用である金型代を工面しようということもあります
が、人の目につきやすくなりメディアから採り上げられるなどプロ
モーションとしての効果を発揮しました。最終的にはファンド目標
金額の943%を達成することになりました。
　こうして１万本売れたらヒット商品と言われる雑貨の世界で予想
を超えるヒットとなり、ワタオカさん、私たち共に喜んでいます。こ
うした継続的なサポートは場合によってデザイン会社にとって負担
となる側面もありますが、今回ワタオカさんとの信頼関係の中で
綿密なコミュニケーションをとりながら進めていったことにより双
方にとって良い結果となりました。

　デザインはモノやコトの本質を突き詰め新たな価値を創造する、まさにビジネス全体を考えることであ
り、その専門家集団が株式会社ＧＫ（ジイケイ）京都です。同社の強みと、ものづくり企業が初めてデザイン
を活用する際のポイントや具体的な事例について、代表取締役社長 榎本信之 氏、チーフデザイナー 横山
愛子 氏にお話を伺いました。

デザインの活用でさまざまな課題を解決できます

代表取締役社長　榎本 信之 氏

第１デザイン部
チーフデザイナー 横山 愛子 氏

数々の試作品

ヤスリ技術を転用して生まれたヒット商品「ねこじゃすり」
中小企業がデザイン会社を活用した事例紹介  株式会社ワタオカ（広島県老舗やすりメーカー）
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は難しい場合が多いと思うのですが、今回当社はワタオカさんと相
談の上、ロイヤリティ方式の契約を結びました。それによってワタ
オカさんの初期投資を抑えることができ、当社は運命共同体とし
て、商品の魅力がより多くのお客様に伝わるよう、商品の販売後も
継続的にサポートすることができます。
　開発にはクラウドファンディングも取り入れ、そこで使用するプ
ロモーションムービーの製作にも携わりました。クラウドファンディ
ングは初期費用である金型代を工面しようということもあります
が、人の目につきやすくなりメディアから採り上げられるなどプロ
モーションとしての効果を発揮しました。最終的にはファンド目標
金額の943%を達成することになりました。
　こうして１万本売れたらヒット商品と言われる雑貨の世界で予想
を超えるヒットとなり、ワタオカさん、私たち共に喜んでいます。こ
うした継続的なサポートは場合によってデザイン会社にとって負担
となる側面もありますが、今回ワタオカさんとの信頼関係の中で
綿密なコミュニケーションをとりながら進めていったことにより双
方にとって良い結果となりました。

　デザインはモノやコトの本質を突き詰め新たな価値を創造する、まさにビジネス全体を考えることであ
り、その専門家集団が株式会社ＧＫ（ジイケイ）京都です。同社の強みと、ものづくり企業が初めてデザイン
を活用する際のポイントや具体的な事例について、代表取締役社長 榎本信之 氏、チーフデザイナー 横山
愛子 氏にお話を伺いました。

デザインの活用でさまざまな課題を解決できます

代表取締役社長　榎本 信之 氏

第１デザイン部
チーフデザイナー 横山 愛子 氏

数々の試作品

ヤスリ技術を転用して生まれたヒット商品「ねこじゃすり」
中小企業がデザイン会社を活用した事例紹介  株式会社ワタオカ（広島県老舗やすりメーカー）


